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2はじめに

○需給調整市場は、市場取引開始当初より調整力調達量不足が継続的に発生して

いる中、解消のために各所での取組みや検討が進められており、電力需給調整力取

引所としても市場活性化に向けた取組み※1を進めております。

※1 ・電力需給調整力取引所HPによる需給調整市場関連情報の拡充（グラフ化等）を検討中

・取引規程説明会・需給調整市場システム説明会の実施 など

○その一環として、市場の透明性および信頼性向上による市場参加促進等を目的とし

て、2023年度の取引実績について取りまとめた結果※2を公表いたします。

※2 本資料については、電力需給調整力取引所HPに既に公表している確報値等をもとに作成しております

○なお、記載の都合で三次調整力②については三次②、三次調整力①については三次

①と省略する場合があります。また、資料に使用するデータおよび表現等の欠落・誤謬

等につきましては、当取引所はその責めを負いかねます。また、四捨五入の関係で合

計が合わない場合がございますので、その旨ご了承ください。
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4１．取引会員資格数

○ 取引会員資格の取得数は、2024年3月末で67となっている。(発電と需要リソース（DR）で
2つの資格を取得した事業者が6社あるため、会員数としては61社）

＜2024/3末時点での取引参加者＞

三次調整力② 三次調整力①

取引参加者 23社（23資格） 15社（15資格）

・・・ ・・・

※発電とDRの2資格を保有する場合、それぞれをカウントしている



5２．取引実績
２－１．必要量推定値と募集量の比較（三次調整力②）

○ 三次調整力②の必要量推定値(約210億ΔkWh)※1と、実際の募集量(約185億ΔkWh)を
比較した結果、募集量が必要量推定値を下回っている。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

増減率 ▲20% ▲21% ▲9% ▲14% ▲10% ▲7% ▲23％ ▲7% ▲14% ▲15% 11% ▲8% ▲12%

※1 第35回需給調整市場検討小委員会(2023/1/24)における2023年度の三次調整力②事前評価

＜必要量推定値からの増減率＞

＜必要量推定値と募集量の比較＞

(億ΔkWh/月)

4月 5月 6月

必要量推定値 17.9 18.5 18.8

募集量 14.3 14.6 17.2

7月 8月 9月 上期計

必要量推定値 21.0 20.9 18.6 115.7

募集量 18.0 18.9 17.3 100.3

10月 11月 12月

必要量推定値 17.1 14.9 16.0

募集量 13.2 13.8 13.7

1月 2月 3月 年間計

必要量推定値 16.7 12.4 17.0 209.9

募集量 14.2 13.8 15.6 184.7



6【参考】 2023年度における三次調整力②の必要量推定値

第35回需給調整市場検討小委員会
(2023/1/24)
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○ 三次調整力②の必要量低減のため、複数気象モデルの活用(p.8参照)や複数エリアでの共同
調達(p.9参照)、一部エリアでアンサンブル予報の導入(p.10参照)をしてきた。2023年度は全エ
リアでアンサンブル予報を導入しており、2022年度より募集量が低減されている。

○ 12月に三次調整力①の効率的な調達開始により、三次調整力②として追加調達したことで前
年度増減率が低下している。

２．取引実績
２－２．必要量低減に向けた取り組み

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

前年度増減率 ▲31% ▲42% ▲32% ▲25% ▲12% ▲12% ▲29% ▲10% ▲7% ▲1% 6% ▲2% ▲19%

＜三次調整力②募集量の推移＞



8【参考】 複数気象モデルの活用（2021年度開始）

第23回需給調整市場検討小委員会
(2021/5/24)



9【参考】 三次調整力②共同調達（2022年度開始）

第20回需給調整市場検討小委員会
(2020/12/11)



10【参考】 アンサンブル予報の活用（2023年度全エリア開始）

第30回需給調整市場検討小委員会
(2022/7/13)
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○ 募集量に対して落札量は少なく、調達不足量が年間を通して継続的に一定量発生している。

○ 応札不足に対しては、電源Ⅱ余力等や追加調達で対応している。(p.13～15参照)

※ グラフは一週間移動平均値

２．取引実績
２－３．調達不足量（三次調整力②）

＜追加調達後の調達不足率＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

調達不足率 ９.7 13.0 14.8 17.8 31.5 26.7 13.7 6.9 6.1 7.6 4.0 20.9 15.2

（前年実績） (21.7) (22.4) (22.8) (21.5) (20.2) (15.0) (16.3) (15.0) (16.7) (6.5) (2.3) (9.6) (17.0)

単位［％］

※調達不足量の傾向分析は、p.17、20、22にも掲載
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○ 募集量に対して落札量が少なく、大幅な調達不足が発生している。調達不足に対しては、実需
給の前週木曜に追加調達し、それでも不足する場合、前日に電源Ⅱ余力等や追加調達で対
応している。(p.15参照)

○ 12/2以降は、三次調整力①必要量の効率的な調達開始に伴い、募集量が大幅に低下した。
また、調達不足に対して前日市場（三次調整力②）で追加調達を実施した。(p.16参照)

２．取引実績
２－３．調達不足量（三次調整力①）

＜追加調達後の調達不足率＞
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

調達不足率 37.4 48.9 71.7 69.3 47.0 68.8 20.3 47.6 59.7 51.2 24.0 80.7 55.8

（前年実績） (44.4) (89.1) (63.1) (50.4) (39.8) (38.4) (40.3) (23.9) (25.1) (42.8) (41.8) (21.1) (42.7)

単位［％］

※ グラフは一週間移動平均値

※調達不足量の傾向分析は、p.18、21、23にも掲載



13【参考】 電源Ⅱ余力等の活用

第23回需給調整市場検討小委員会
(2021/5/24)



14【参考】 電源Ⅱ余力等の活用

第57回制度検討作業部会
(2021/9/24)



15【参考】 電源Ⅱ余力等の活用（12/1まで）

第41回需給調整市場検討小委員会
(2023/8/17)



16【参考】 調整力の効率的な調達について（12/2～）

第41回需給調整市場検討小委員会
(2023/8/17)
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○ ブロック別に確認した結果、募集量や予測誤差が大きくなる第3～6ブロックを中心に調達不足
が発生している。

【参考】 四半期別・ブロック別のシステム調達不足量（三次調整力②）

：募集量 ：応札量 ：調達不足量※ ※ システム初回約定時点



18

○ ブロック別に確認した結果、募集量や予測誤差が大きくなる第3～6ブロックを中心に調達不足
が発生している。

【参考】 四半期別・ブロック別のシステム調達不足量（三次調整力①）

：募集量 ：応札量 ：調達不足量※ ※ システム初回約定時点



19【参考】 三次調整力①募集量における夏季・冬季の6・7ブロックの取扱について

第28回需給調整市場検討小委員会
(2022/2/24)
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：連系線不足 ：応札量不足

【参考】 四半期別・ブロック別のシステム調達不足の要因（三次調整力②）

※ システム初回約定時点

○ 調達不足要因を分類※1した結果、応札不足のほうが多い傾向にある。
※1 募集量に対し、応札量が下回ったことによって調達不足となったものは応札不足とし、それ以外を連系線不足と分類



21

：連系線不足 ：応札量不足

【参考】 四半期別・ブロック別のシステム調達不足の要因（三次調整力①）

※ システム初回約定時点

○ 調達不足要因を分類※1した結果、主に応札量不足によるものであった。
※1 募集量に対し、応札量が下回ったことによって調達不足となったものは応札不足とし、それ以外を連系線不足と分類



22【参考】 TSO別のブロック平均取引量実績（三次調整力②）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 年間

募集量 73 343 459 368 27 240 136 131 325 2,102

シ
ス
テ
ム
落
札
※
１

ｼｽﾃﾑ応札量 161 326 896 390 106 531 121 147 358 3,036

ｼｽﾃﾑ落札量 55 290 372 283 25 222 118 121 298 1,784

エリア内 47 163 362 171 18 188 38 73 275 1,334

エリア外 8 128 10 111 7 34 80 48 23 450

エリア外比率 15.2% 44.0% 2.8% 39.4% 29.6% 15.3% 67.9% 39.8% 7.6% 25.2%

調達不足量 18 52 87 86 2 18 18 10 27 319

調達不足率 24.2% 15.3% 18.9% 23.3% 7.2% 7.6% 13.4% 7.7% 8.4% 15.2%

調達不足ﾌﾞﾛｯｸ数 527 437 302 526 99 164 204 165 254 1165

追
加
調
達

追加調達量 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

調達不足量 18 50 87 89 2 18 18 10 27 320

調達不足率 24.0% 14.7% 18.9% 24.0% 7.1% 7.7% 13.6% 7.8% 8.4% 15.2%

（ΔkW(MW/ブロック),ブロック数）

※１ システム初回約定時点の結果であり、代替不可は織り込んでいない



23【参考】 TSO別のブロック平均取引量実績（三次調整力①）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 年間

募集量 65 243 173 105 15 184 11 33 134 963

シ
ス
テ
ム
落
札
※
１

ｼｽﾃﾑ応札量 18 7 124 53 14 144 14 76 74 524

ｼｽﾃﾑ落札量 15 55 43 35 14 129 9 30 74 404

エリア内 15 4 43 29 14 84 6 28 67 291

エリア外 0 51 0 5 0 45 2 2 7 113

エリア外比率 0.2% 92.9% 0.0% 15.4% 2.1% 34.7% 26.2% 5.8% 9.8% 28.0%

調達不足量 50 188 130 70 1 56 3 3 59 560

調達不足率 77.2% 77.2% 75.1% 67.0% 3.6% 30.5% 25.1% 10.1% 44.5% 58.2%

調達不足ﾌﾞﾛｯｸ数 1053 710 357 401 17 522 158 88 507 1361

追
加
調
達

追加調達量 4 13 0 0 0 8 0 0 0 25

調達不足量 47 175 130 70 1 50 3 3 59 538

調達不足率 71.4% 71.9% 75.1% 67.0% 4.4% 27.3% 25.4% 10.0% 44.5% 55.8%

（ΔkW(MW/ブロック),ブロック数）

※１ システム初回約定時点の結果であり、代替不可は織り込んでいない
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○ 募集量の低下などにより、平均落札単価は低価格で推移している。
○ 最高落札単価は、2024年に入ってから一部で大幅な高値で約定している。

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

平均単価 1.43 1.56 1.77 1.38 2.30 1.78 1.35 1.12 0.65 0.54 0.96 2.76 1.46

(前年実績) (3.17) (3.19) (3.41) (3.81) (6.12) (5.48) (3.64) (2.78) (3.33) (1.96) (1.65) (2.11) (3.49)

２．取引実績
２－４．落札単価（三次調整力②）

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

(円/kW・30分)

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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＜JEPX市場とCIFの関係＞ ＜需給調整市場とJEPX市場との関係＞

○ JEPX市場価格は燃料価格との連動が確認されているが、三次調整力②落札単価とJEPX市
場価格については、上期時点は一定の相関性が見られたものの、下期では相関関係がほぼな
い。

【参考】JEPX市場との相関性（三次調整力②）

※ グラフは一週間移動平均値

三次調整力②応札単価

上期 下期 年間

JEPXスポット落札単価 0.656 0.138 0.368

JEPX時間前落札単価 0.664 0.134 0.366

＜三次調整力②とJEPX市場の相関係数※2(2023/4/1～2024/3/31)＞

※1 CIFについて、2月実績まで

※2 相関係数は、-1から1までの値を取り、1に近づくほど強い相関
があることを示しており、1週間移動平均値での相関を示す

(※1)     (※1)



26【参考】 LNG価格、スポット市場価格の推移

第89回制度設計専門会合
(2023/9/29)



27【参考】 ブロック別の落札単価［第3～6ブロック］（三次調整力②）

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている
※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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※１ 項目によって合計・最大・最小・平均など異なる

【参考】 TSO別の調達単価および調達費用（三次調整力②）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 年間※1

募集量 214 1004 1343 1079 79 703 398 385 952 6156

ｼｽﾃﾑ応札(電源属地) 470 955 2,623 1,143 310 1,555 355 431 1,049 8,890

最高単価 321.00 51.85 197.94 198.00 9.75 80.00 166.08 206.25 316.00 321.00

最低単価 0.03 0.03 0.01 0.02 0.06 0.06 0.01 0.01 0.04 0.01

平均単価 1.91 1.57 2.06 1.11 0.28 4.01 6.63 3.77 1.37 2.34

ｼｽﾃﾑ落札(GC時点) 162 850 1,089 820 73 649 344 355 872 5214

最高単価 321.00 321.00 197.94 321.00 87.65 206.25 206.25 321.00 197.00 321.00

最低単価 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

平均単価 2.13 1.25 1.18 1.37 0.54 1.57 2.48 2.40 1.21 1.46

調達費用 20.7 63.9 76.8 67.4 2.4 61.3 51.1 51.2 63.1 457.9

追加調達 0.31 6.18 0.14 0.15 6.79

最高単価 1.20 3.14 0.08 1.39 3.14

最低単価 0.38 0.06 0.07 1.39 0.06

平均単価 0.40 1.17 0.07 1.39 1.12

調達費用 0.01 0.43 0.00 0.01 0.46

調達計 163 856 1,089 820 74 649 344 355 872 5220

最高単価 321.00 321.00 197.94 321.00 87.65 206.25 206.25 321.00 197.00 321.00

最低単価 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

平均単価 2.12 1.25 1.18 1.37 0.54 1.57 2.48 2.40 1.21 1.46

調達費用 20.7 64.4 76.8 67.4 2.4 61.3 51.1 51.2 63.1 458.3

（ΔkW(GW),ΔkW単価(円/kW・30分),調達費用(億円)）

※ 空欄は追加調達実績がないことを示す。 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない



29【参考】 TSO別の落札単価推移（三次調整力②）

：全体平均落札単価 ：エリア別平均落札単価

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

２．取引実績
２－４．落札単価（三次調整力①）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

平均単価 7.83 8.33 7.08 6.27 7.63 5.89 5.69 4.05 3.54 12.28 15.68 32.35 6.71

前年実績 5.24 9.84 8.92 6.28 7.64 4.80 3.35 2.47 3.49 4.02 2.97 2.22 4.78

(円/kW・30分)

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない

○ 三次調整力①の落札単価は、蓄電池リソースの応札に伴い、１月以降、最高単価が高騰し、
平均単価も大幅な上昇傾向にある。



31【参考】 ブロック別の落札単価［第3～6ブロック］（三次調整力①）

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない



32【参考】 TSO別の調達単価および調達費用（三次調整力①）

（ΔkW(GW),ΔkW単価(円/kW・30分),調達費用(億円)）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 年間※1

募集量 191 712 506 306 43 539 33 98 391 2820

ｼｽﾃﾑ応札(電源属地) 50 20 354 155 42 407 41 218 216 1,504

最高単価 321.00 16.13 4.53 15.00 2.71 57.69 27.77 98.01 197.00 321.00

最低単価 0.08 0.03 0.03 0.02 0.05 0.01 0.03 0.04 0.04 0.01

平均単価 10.57 0.40 0.73 3.27 0.13 12.53 5.14 13.01 8.13 7.46

ｼｽﾃﾑ落札(GC時点) 44 162 126 101 41 374 26 88 217 1179

最高単価 321.00 33.21 4.53 49.98 35.65 78.76 59.95 78.76 197.00 321.00

最低単価 0.04 0.02 0.03 0.02 0.02 0.01 0.03 0.02 0.02 0.01

平均単価 12.84 0.76 0.83 3.99 0.16 11.55 5.49 9.73 7.63 6.93

調達費用 33.6 7.4 6.3 24.3 0.4 259.1 8.4 51.2 99.5 490.2

追加調達 11.5 38.3 0.0 23.0 0.4 73.2

最高単価 2.05 2.05 0.08 37.86 80.34 80.34

最低単価 0.07 0.03 0.08 0.01 3.67 0.01

平均単価 1.12 0.90 0.08 8.00 15.42 3.24

調達費用 0.77 2.07 0.00 0.00 0.00 11.07 0.00 0.34 0.00 14.25

調達計 55 200 126 101 41 397 26 88 217 1252

最高単価 321.00 33.21 4.53 49.98 35.65 78.76 59.95 80.34 197.00 321.00

最低単価 0.04 0.02 0.03 0.02 0.02 0.01 0.03 0.02 0.02 0.01

平均単価 10.40 0.79 0.83 3.99 0.16 11.34 5.49 9.75 7.63 6.71

調達費用 34.4 9.4 6.3 24.3 0.4 270.2 8.4 51.6 99.5 504.4

※1 項目によって合計・最大・最小・平均など異なる
※ 空欄は追加調達実績がないことを示す。 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない



33【参考】 TSO別の落札単価推移（三次調整力①）

：全体平均落札単価 ：エリア別平均落札単価

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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○ 連系線確保量は作業やJEPX市場向けの確保状況、リソースの偏在によって変動があり、関西‐
四国間は常時なし、東北‐東京間、北陸‐中部間、中国-九州間は確保量が小さい傾向にある。

＜順方向＞

３．広域調達
３－１．連系線確保量［順方向］（三次調整力②）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）

※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次調整力②が落札後の空容量を示す

【北海道～東北、東北～東京、東京～中部】 【中部～関西、中部～北陸、北陸～関西】

【関西～中国、関西～中国(東)、関西～中国(西)】 【関西～四国、中国～四国、中国～九州】
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○ 逆方向は、東北-東京間が多く確保しているが、その他の連系線は確保量が小さい。

＜逆方向＞

３．広域調達
３－１．連系線確保量［逆方向］（三次調整力②）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）

※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次調整力②が落札後の空容量を示す

【北海道～東北、東北～東京、東京～中部】 【中部～関西、中部～北陸、北陸～関西】

【関西～中国、関西～中国(東)、関西～中国(西)】 【関西～四国、中国～四国、中国～九州】
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○ 連系線確保量は作業やJEPX市場向けの確保状況によって、変動はあるものの、順方向はどの
連系線も確保量が小さい傾向にある。

＜順方向＞

３．広域調達
３－１．連系線確保量［順方向］（三次調整力①）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）

※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次調整力①が落札後の空容量を示す
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○ 逆方向も同様に、いずれの連系線も確保量は少ない。

＜逆方向＞

３．広域調達
３－１．連系線確保量［逆方向］（三次調整力①）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）

※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次調整力①が落札後の空容量を示す
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○ 確保可能量がほぼない関西～四国間（順方向）、連系線を一定量を確保してる中部～関
西間（逆方向）を始め、複数の連系線で高い分断率となった。

【参考】 月別の連系線の分断状況（三次調整力②）

＜月別の三次調整力②落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次調整力②向け連系線容量がゼロのブロック数(三次調整力②落札後)÷月日数÷8ブロック×100

（分断率：%）
中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～
九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 4月 35% 1% 100% 0% 2% 2% 2% 8% 10% 26% 6% 50%
5月 43% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 3% 7% 6% 11% 54%
6月 16% 0% 100% 0% 0% 0% 13% 32% 8% 2% 20% 51%
7月 17% 4% 99% 0% 0% 0% 0% 1% 2% 2% 44% 50%
8月 8% 1% 100% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 34% 12%
9月 25% 0% 100% 0% 0% 0% 21% 3% 0% 13% 19% 17%
10月 32% 1% 79% 0% 0% 0% 16% 9% 5% 15% 23% 19%
11月 26% 2% 100% 0% 1% 1% 5% 5% 4% 6% 63% 47%
12月 24% 2% 100% 0% 0% 0% 4% 48% 13% 28% 85% 32%
1月 44% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 25% 25% 15% 88% 32%
2月 41% 3% 100% 0% 0% 0% 1% 2% 7% 12% 95% 20%
3月 15% 3% 100% 2% 3% 4% 3% 18% 35% 44% 53% 18%
計 27% 2% 98% 0% 1% 1% 5% 13% 10% 14% 45% 34%

逆方向 4月 39% 1% 6% 0% 2% 2% 3% 64% 88% 58% 0% 13%
5月 35% 0% 7% 0% 0% 0% 6% 57% 86% 91% 0% 29%
6月 25% 0% 63% 2% 2% 2% 14% 79% 95% 71% 0% 47%
7月 31% 10% 77% 3% 3% 3% 1% 89% 99% 49% 0% 35%
8月 54% 35% 98% 3% 3% 3% 5% 75% 90% 38% 0% 53%
9月 77% 6% 93% 1% 1% 1% 24% 55% 92% 73% 0% 60%
10月 56% 5% 73% 0% 0% 0% 16% 67% 92% 90% 0% 50%

11月 32% 5% 98% 0% 1% 1% 5% 72% 90% 88% 1% 23%

12月 23% 22% 84% 9% 9% 9% 3% 68% 75% 84% 0% 66%

1月 30% 39% 95% 15% 15% 15% 55% 74% 90% 93% 0% 55%

2月 58% 29% 92% 13% 13% 13% 54% 78% 97% 89% 0% 73%

3月 66% 25% 100% 19% 19% 19% 35% 48% 78% 82% 3% 93%

計 44% 15% 74% 5% 6% 6% 18% 69% 89% 75% 0% 50%
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○ ブロック別でも分断率の高い連系線は終日分断している。

○ 空き容量がある連系線は、必要量が多くなる昼間帯の分断率が高い傾向となる。

【参考】 ブロック別の連系線の分断状況（三次調整力②）

＜ブロック別の三次調整力②落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次調整力②向け連系線容量がゼロのブロック数(三次調整力②落札後)÷月日数×100

（分断率：%）

中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～
九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 B01 1% 1% 98% 0% 1% 1% 5% 7% 1% 10% 34% 18%
B02 3% 1% 98% 0% 1% 1% 6% 10% 2% 10% 30% 24%
B03 46% 1% 98% 0% 0% 0% 5% 14% 15% 14% 52% 44%
B04 41% 5% 98% 0% 0% 0% 5% 12% 21% 18% 64% 40%
B05 35% 2% 98% 0% 0% 1% 6% 14% 20% 19% 64% 48%
B06 50% 3% 99% 0% 1% 1% 6% 13% 10% 17% 44% 41%
B07 28% 0% 98% 0% 0% 0% 5% 11% 5% 14% 33% 30%
B08 14% 0% 98% 0% 1% 1% 5% 20% 3% 10% 39% 23%
計 27% 2% 98% 0% 1% 1% 5% 13% 10% 14% 45% 34%

逆方向 B01 27% 9% 75% 0% 1% 1% 24% 81% 96% 65% 0% 44%
B02 25% 7% 72% 0% 1% 1% 22% 70% 95% 52% 0% 56%
B03 57% 11% 71% 3% 3% 3% 26% 80% 94% 85% 1% 51%
B04 70% 28% 69% 10% 10% 10% 15% 57% 77% 83% 1% 47%
B05 71% 22% 68% 11% 10% 11% 16% 62% 86% 87% 1% 43%
B06 57% 17% 79% 8% 8% 8% 12% 73% 91% 86% 0% 50%
B07 21% 13% 76% 5% 6% 6% 8% 47% 82% 72% 0% 57%
B08 23% 13% 79% 6% 7% 7% 23% 80% 94% 74% 0% 50%
計 44% 15% 74% 5% 6% 6% 18% 69% 89% 75% 0% 50%



40【参考】 三次調整力②向け連系線容量確保の考え方①

第90回制度設計専門会合
(2023/10/31)



41【参考】 三次調整力②向け連系線容量確保の考え方②

第90回制度設計専門会合
(2023/10/31)
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○ 関西～四国（順方向）、東京～中部（両方向）、東北～東京（順方向）、北海道～東
北（両方向）を始め、複数の連系線で高い分断率となった。

【参考】 月別の連系線の分断状況（三次調整力①）

＜月別の三次調整力①落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次調整力①向け連系線容量がゼロのブロック数(三次調整力①落札後)÷月日数÷8ブロック×100

（分断率：%）
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○ ブロック別でも分断率の高い連系線は終日分断している。

【参考】 ブロック別の連系線の分断状況（三次調整力①）

＜ブロック別の三次調整力①落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次調整力①向け連系線容量がゼロのブロック数(三次調整力①落札後)÷月日数×100

（分断率：%）

中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～
九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 B01 1% 2% 98% 1% 2% 2% 6% 5% 8% 88% 72% 44%
B02 1% 11% 98% 1% 2% 2% 6% 6% 13% 89% 72% 44%
B03 23% 2% 98% 1% 1% 1% 8% 8% 39% 90% 93% 75%
B04 19% 6% 99% 0% 0% 0% 9% 8% 67% 89% 85% 75%
B05 30% 4% 99% 0% 0% 0% 7% 10% 65% 86% 85% 77%
B06 32% 2% 99% 0% 1% 1% 24% 8% 29% 89% 80% 70%
B07 5% 10% 98% 0% 0% 0% 23% 7% 14% 88% 64% 32%
B08 5% 10% 98% 0% 1% 1% 21% 5% 11% 81% 87% 45%
計 15% 6% 98% 0% 1% 1% 13% 7% 31% 88% 80% 58%

逆方向 B01 96% 2% 24% 1% 2% 2% 14% 36% 90% 90% 1% 98%
B02 72% 2% 25% 1% 2% 2% 22% 36% 82% 78% 1% 89%
B03 92% 16% 32% 6% 6% 6% 56% 37% 98% 98% 1% 98%
B04 47% 41% 35% 25% 25% 25% 16% 37% 89% 98% 1% 94%
B05 45% 43% 33% 26% 26% 26% 19% 37% 86% 98% 0% 98%
B06 41% 24% 32% 7% 8% 8% 15% 37% 78% 98% 0% 98%
B07 21% 10% 32% 1% 1% 1% 8% 37% 34% 89% 0% 93%
B08 70% 2% 31% 0% 1% 1% 13% 36% 83% 98% 0% 98%
計 60% 18% 31% 8% 9% 9% 20% 37% 80% 93% 0% 96%



44【参考】 三次調整力①向け連系線容量確保の考え方

第89回制度設計専門会合
(2023/9/29)



45

※1 エリア内落札のみの調達費用は、全エリアを分断させ、それぞれのエリア毎の募集量に対し、同エリア内応札を単価の安い順で落札させて算出。なお、広域
調達できなかったことによる調達不足分は、当該エリアの時間別に最高単価を乗じた費用を調達費用に加えて算出

※2 ※1に記載のとおり、簡易シミュレーションであることから、エリア内落札が安価となる場合があり、その場合は低減効果から除外

：広域調達の効果 ：(実際の落札結果)エリア内落札 ：(実際の落札結果)エリア外落札

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

落札実績 12.3 12.9 17.3 13.2 19.1 15.0 10.0 9.6 5.4 4.6 8.8 22.1 12.5

広域調達効果 23.3 17.1 18.8 5.9 10.7 11.7 16.5 15.3 22.2 37.0 28.0 29.6 19.6

低減効果 66% 57% 52% 31% 36% 44% 62% 61% 80% 89% 76% 57% 61.0%

（千万円/日）

エリア内に
限定した
調達
(試算)

エリア外落札(実績)

エリア内落札(実績)

広域調達の効果※2 ※ グラフは一週間移動平均値

３．広域調達
３－２．広域調達による調整力調達費用低減効果（三次調整力②）

○ 仮に、従来と同様にエリア内に限定して調達した場合※1、調達費用は約3.2億円/日と試算さ
れ、落札実績(約1.3億円/日)と比較すると、約61%の低減効果※2があった。
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○ 仮に、従来と同様にエリア内に限定して調達した場合※1、調達費用は約2.2億円/日と試算さ
れ、落札実績(約1.3億円/日)と比較すると、約39%の低減効果※2があった。

※1 エリア内落札のみの調達費用は、全エリアを分断させ、それぞれのエリア毎の募集量に対し、同エリア内応札を単価の安い順で落札させて算出。なお、広域
調達できなかったことによる調達不足分は、当該エリアの時間別に最高単価を乗じた費用を調達費用に加えて算出

※2 ※1に記載のとおり、簡易シミュレーションであることから、エリア内落札が安価となる場合があり、その場合は低減効果から除外

：広域調達の効果 ：(実際の落札結果)エリア内落札 ：(実際の落札結果)エリア外落札

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

落札実績 34.9 15.7 20.7 18.3 22.1 17.4 21.1 8.7 0.6 0.9 1.6 0.7 13.6

広域調達効果 4.9 4.2 5.5 4.5 4.0 6.3 3.6 3.3 9.6 -0.5 0.4 0 8.7

低減効果 12% 21% 21% 20% 15% 27% 14% 27% 94% -130% 19% 0% 39.2%

（千万円/日）

※ グラフは一週間移動平均値

３．広域調達
３－２．広域調達による調整力調達費用低減効果（三次調整力①）

エリア内に
限定した
調達
(試算)

エリア外落札(実績)

エリア内落札(実績)

広域調達の効果※2


